




1.目的 

神経芽細胞腫マス・スクリーニングにおいて,高速液体クロマトグラフィ(HPLC)を用いた定

量法は,測定値の精度も高く,尿中VMAの他にHVA等の他の代謝産物も同時に測定でき,発見

精度も高いことから,主として本症の精密検査に,また一部では本症のスクリーニングにと

広く用いられている。 

従ってその測定値の信頼性および全国レベルでのデーターの比較等からも HPLC 測定にお

ける精度管理の意義は大きい。 

HPLC における尿中 VMA,HVA 測定値は大別すると,尿の前処理による HPLC 用試料の調

製,HPLC による試料の分離と検出,および尿中含有量の算出との三行程を経て出されるも

ので,データのバラツキの原因も各行程ごとに生じる。 

そこで神経芽細胞腫マス・スクリーニングの精密検査における尿中 VMA,HVA 測定に関して,

その精度管理をより効果的に行うことを目的として,尿の前処理法及び尿中含有量算出の

標準的統一法を作製した。 


